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はじめに

　犬学全入時代を迎えた現状を鑑みると、高等教育への進学者は大変幅広い選択肢を持っており

ます。万人向けの進学先はありません。だからこそ、自分にあった進学先を選択することが重要

かと存じます。高等教育に進学することが可能な方には、さまざまな選択肢を比較検討した上で

先をじっくり考えていただきたい、そして微力ながらもそのお手伝いができたらとの想いから

この「高校生が学ぶ大学の講義」を作成しました。

　本学には、毎年多数の高校生が訪問されますが、今後、さらに高等学校に本学をご利用してい

ただくために、本学から教員・学生を高等学校に派遣するタイプの講義・ワークショップについ

ての“サンプル”として、「高校生が学ぶ犬学の講義」を配布させていただきます。サンプルと

申しましたのは、ここであげられている講義・ワークショップ以外にも、ご相談に応じてさまざ

まな内容・形式の授業を提供することができるためです。このパンフレットをご覧いただき様々

なご希望・アイディアをいただけれぱ、幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟国際情■報大学広報委員会

．紺

≡罧パンフレットの使し、方

　このパンフレットは、本学教員およぴ学生が高等学校に出張して講義するた

めのサンプル集です。

ここで紹介するサンプルは大きく3つに分類されてし、ます。

教員1こよる講義として
A　’大学’って何だろう1進路につし、て考える講義

B　大学の講義は画白し、1大学の講義を体験してみよう

学生による授業として

C　国際交流インストラクター1学生によるワークショップ形式の授業

　　　それぞれの講義の特徴をこ理解し、ただくために、キーワードを設けました。

　　選択の際にこ利用くださし、。

　　　また、本学のコンピュータ演習では、学生がティーチングアシスタントを

　　行っております。これを応用し、教科「情報」の授業に学生をティーチング

　　アシスタントとして派遣することも可能です。

　　　このようにこ紹介したサンプル以外に様々な組み合せやアレンジが可能です。　1ll
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”．“梓って何だろう：進路にづいて考える講義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「大学に行こう1一人生を真剣に考える人へ」

高校までの「勉強」ではなく、大学での「学問」の意昧に⊃」rて、わかりやすくお話しします。大学は一体人生の何の役に立つ

のでし一；うか。大学を卒業すると，「学士号」がもらえ、生涯賃金も高卒よりは高くなるのですが、そんなことは大学に進学する

本当の意昧ではあOません。それじゃ、資格をとったO、高度な専門技術在身につけるため1〔大学に行くのでしょうか。もちろん，

それも進学のひとつの動機になoますが、そんなことも本当の理由にはなりません。資楮だけなら専門学校でもとることができる

でしょう由これらのことに加えて，もっと重要な意義が大学にはあります。それをみなさんにお話ししたし、と思」ほす。「学問」

が人生にどのよう1＝役に立つのか。たとえr勉強」が苦手だった人でも，「学問」の喜ぴや画自さがわかるということや、これか

らやってくる不確実な時代に生き抜」、てゆくための＜真の実カ〉を身1＝つけられると」rうことなどもお話ししたいと思ってLrます。

佐々木　寛r8A∫AK1肋。州
情報文化学科教授

経　　歴11990年立教大学法学部卒業
　　　　　1996年中央大学大学院法学研究科博士後期課程単位取得退学

　　　　　カリフォルニア大学バークレー校客員研究員

専門領域1政治学・平和学一国際関係論

’　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「大学ではどんなことを学ぷか？」

大学と高校までの勉強で大きく違うところが、大学では高校までに勉強した知識を土台にして、

自分で考えるちからを養う点にあると思し、ます。よく言われるたとえとして、大学教育の真髄

は魚を与えるのではなく、魚の釣り方を教えることです。大学では、知識を蓄積することばか

りでなく、自分で生涯学ぴつづける方法と習慣を身につけることが重要になってきます。この

講義では、そのために大学ではどのような授業をしてし、るかを紹介します。

’　一

高橋　正樹岬KA舳∫〃〃伽州
情報文化学科教授

経歴11981年中央大学法学部政治学科卒業
　　　　　1990年　中央大学大学院法学研究科政治学専攻博士後期課程満期退学

　　　　　タマサート大学（タイ）客員研究員

専門領域1政治学・束南アジア研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「大学での学問」

教員、学生が大学で行う「学問」の特徴は、自分で問いをたて、その問し、に答えを出すことです。高校の試験

では、皆が同じ問いに取組み、決められた答えを出すことが求められますが、大学では、他入がしてこなかった

ような閤し、の立て方をしたo、ある問いに対して他人とは異なる答えを出したoすることが求められます。この講

義では、私の学生が取O組んだ卒業論文を題材1こ、大学での学問を紹介します。「目本1こおし、てパンクは存在す

るか？」，「新潟の農村部では人々はしrつころからどのような理由で洋服を着るようにな⊃たのか？」、「日本人の

結婚に対する意識の変化は、結婚式や披露宴をどのように変えたのか？」、こんな問い1こ文字通O「格闘」した

学生の卒業論文の作成過程を、インタビューや資料集めの中での「発見」のエピソードを交えながら語ります。

’　1

長坂　格（MGA舳κλ〃〃阯〕

情報文化学科准教授

経歴11991年国際基督教大学教養学部卒業
　　　　　1998年神戸大学大学院文化学研究科単位取得退学

専門領域1文化人類学
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番弓　’1・
「大学で学ぶ本当の意味」
大学に進学！たい1考えて／榊んは、大学蹴との本当の意昧1はllか、といl1国

とにつし、て、考えたことがあるでしょうか。専門知識をい⊃ぱし、覚えることでしょうか。技術

や技能を身につけることでしょうか。もちろんこれらもとても大事なことではあります。しか

し・もっと大事なことが実はあります。それが何かにつし、てみなさんと考えたし、と思しrます。

1澤□　晋一（舶㎜GσC〃8乃j祀一舳）

二情報文化学科教授（博±　地理学）

　経　　歴11983年　明治大学文学部史学地理学科地理学専攻卒業

　　　　　　r992年　明治大学大学院文学研究科地理学専攻博士後期課程単位取得

　専門領域1自然地理学

「働くこと・学ぶことを楽しめるか」　　　　　　　講義番弓’1

皆さ紅虹は何よと篤ぷ色黒だ」‘驚瓢枇禦鷲；ある麗ヨ

のです皿なぜ虹の色の数が異なるのでしょうか。もちろん物理現象としての」一虹一が地域によコて異なるのではありません。

私たちが認識し・評価しそして行動することは，物理法則と’■情報一によ⊃て影響を受1プて」rます。どんな一■情報一の中

で・人は・どのように変わっていくのか、さまざまな研究がなされてきましたが、まだほとんど解明されていません。

皆さんにとって一楽しLrとき■一としrうのはどんなときでし一；うか。行為は一人一人バラバラですが、共通点があるとLrわれて

」rま丸この共通点在見つけ出し・どんな一一情報一の中だと、もっと楽しく、学んだり、働いたりするコツにつしrて考えてみ

ましょう。

　　　　　　　小宮山　智志（K0〃珊〃パ胡伽〃）

　　　　　　　情報システム学科准教授

　　　　　　　経　歴11994年中央大学文学部社会学科卒業

　　　　　　　　　　　　1999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程単位取得退学

　　　　　　　専門領域1社会学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「はたらくということ」

大学に進学して学ぷことが・将来の自分の職業にとってどうし、う意味をもつのか、とく1こ、大

学で学んだ上で社会に出るとし、う選択をした場合、目分の将来1こ関する目分自身の考え方に、

どのような深みを与えることができるのか、ひとつの考え方をお話しします．

’　●・

箏ニミ専1領域＝・・（1州達一）l1究
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んな仕事をしているのか在知O，SEやプ□グラマの仕事に興昧を持ってもらえたらよLrと思Lrます。

とくに、SEの仕事をすると、コンピュータの知識に加えて会社の仕組みや経営につLrても理解してし、くことになOます。

コンピュータを活用した、新しし、経営の牡組みを考えることのできるSEがこれからの情報社会には大勢必要になります。

竹並　輝之（㎜畑M〃伽州ω
情報システム学科教授

経　　歴11963年　慶藤義塾大学工学部管理工学科卒業

　　　　　1965年慶鷹義塾大学大学院工学研究科管理■学導攻修士課程修了

　　　　　1994年　（株）東芝退職

専門領域1情報システム

　　　1111鴛1ζtとなく意味がわかる嚇し乱広く使われすぎていて’逆国

　　　本学にも’’情報システム学科0とし、う学科がありますが、よく誤解を受けます。一見すると

　　　コンピュータだけを学ぶところだと思われがちです。この2つの言葉と、そしてこの2つが

　　　結びつし忙…情報システム’’としrう言葉につしrて、考えてみましょう。そしてなぜ「情報シ

　　　ステム学」が、し、まの社会に必要なのかも、考えてみましょう。

※担当は、情報システム学科教員となります。
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一EI’大学の講義は面白い：大学の講義を体験してみよう

「生産企画と管理」　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「生産」は工場だけで行われるものではあoません。この講義は、身近な「生産の場」を舞

台に話は展開されます。

例えば、　・冷蔵庫の中の「在庫管理」・まな板の上の「フ□一ショップスケジューリング」・

お買しr物の「工程計画」・サンドイッチの「線形計画」・サンタク□一スの「巡回セールスマ

ン」さあ、一体これはどうしrうことでしょうか？　お好きなメニューをお選びくださし、。

＝　一

佐々木　桐子（∫＾∫λ〃肋。）

情報システム学科准教授

経　歴11994年東洋大学経営学部経営学科卒業
　　　　　2001年名古屋大学大学院人間一i青報学研究科博士後期課程満期退学

専門領域1シミュレーション・目一L日臼mingコンテンツの開発および運用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「身近な事例で学ぶ管理会計入門」

管理会計は・企業がより多くの利益をあげるとし、う目的のために、会計情報をどのように利用

するかを研究する学問で丸そのため・最近は経営会計とも呼ばれます。この講義では、高

校生の皆さんに身近な事例を挙げながら、管理会計の目的と意義につし、て学習します。

山下　功（洲洲8〃㎜∫皿ω）

情報システム学科講師

経　歴11996年3月横浜国立大学経営学部会計・情報学科卒業

　　　　　1998年3月　横浜国立大学大学院経営学研究科修±課程修了

　　　　　1998年3月～2003年4月　ミツミ電機株式会社経理部
専門領域1管理会計、原価計算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「マーケティングとは」

マーケティングとは・顧客の二一ズや環境の変化に対応して、商晶・サービスを企画・開発し、

効果的に販売や広告を展開してし、く活動です。商晶を購入・利用する消費者の立場からみま

すと・商晶・サービスを正しく評価し・選択するために、マーケティング活動を理解すること

が大切です。インターネットを活用して消費者の情報を収集したり、新たな商晶を開発したり

してし、る事例を具体的に取り上げながら、マーケティングにつしrて学びましょう。

＝　●

吉田　博（r08”DA舳。。肋
I1青報システム学科准教授

経　歴11966年東京工業大学理工学部経営工学科卒業

　　　　　1972年～1987年住友ビジネスコンサルティング株式会社

　　　　　　（現日本総合研究所）マーケティング事業部長

専門領域1地域・地場産業の振興と産富学の連携、非営利組織のマーケティング、起業・

　　　　　ベンチャービ’ジネス
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号　＝●■

鷺鴛讐1た縮」肚地域の名榊傲数択邑

一ジをアップし、地域を元気にします。

目分達が住む地域を調べ、全国的1こ誇れる商晶・サービスヘの関心を深めるとともに・広く

知らせてしrくための広告活動や、新たな地域プランドづくり1こつしrて共に考えてみましょう。

　　　　　　　　吉田　博（γ08〃DA肋。曲）

　　　　　　　情報システム学科准教授

　　　　　　　経歴11966年東京工業大学理工学部経営工学科卒業
　　　　　　　　　　　　　r972年～1987年住友ビジネスコンサルティング株式会社

　　　　　　　　　　　　　　（現日本総合研究所）マーケティング事業部長

　　　　　　　　専門領域1地域・地場産業の振興と産富学の連携、非営利組織のマーケティング，起業・

　　　　　　　　　　　　　ベンチャービジネス

　　　鴛＝篇冨；鶯篶㌶㍊饒｝1㌻ぶい：国
　　　ンと呼ばれる国際政治経済の変化による結果です。授業では90年代以降の国際政治経済の

　　　変化をグ□一バリゼーションの観点から考えてしrきます。

　　　高橋　正樹岬榊舳∫〃吻M例
　　　情報文化学科教授

　　　経　　歴11981年　中央大学法学部政治学科卒業

　　　　　　　　　1990年　中央大学大学院法学研究科政治学専攻博±後期課程満期退学

　　　　　　　　タマサート大学（タイ）客員研究員

　　　専門領域　政治学　束南アジア研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「アメリカとはどのような国か」

コ□ンプスの「発見」以降、アメリカ合衆国がどのように作られてきたかにつし、て考えます。

自由のためにみんなで力をあわせて良し、国を作ることのように語られる建国は、同時にネイティ

プ・アメリカン（インディアン〕やアフリカ系アメリカ人（黒人〕たち1こ対する虐殺と奴隷化

を前提としてし、たものでした。その歴史を語る方法さえ、現在では差別と無縁ではありませ㍍

そうした歴史を経て、今のアメリカ社会がどのようになってしrて、何が問題とされてし、るのか。

人種問題や政治の仕組みなどのわかりやすし、解説と一緒に考えま丈

＝　●　．

　　越智　敏夫（oC〃乃曲。）

　　情報文化学科教授

　　経歴11986年立教大学法学部卒業
　　　　　　　1992年慶鷹義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博士課程単位取得満期退学

　　　　　　　2002～2003年ニューヨーク大学招曙研究員
〆専門融1政治学、ア刈カ政治、現代思想
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新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番万
「ヨー□ツパの現代史」

第二次世界大戦後のヨー□ツパの歴史1こつし、て、大戦終了直後から］989年まで、次に2口04

年まで、そしてそれ以降とし、う三期に分1ブて、話をします。キーワードは、冷戦、ドイツ統一、

東欧革命、EU形成、東方拡大の5つになります。

一　1

∵＼於1111＝・・（1l1l）1l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「隣国□シアを知ろう」

私たちの隣国□シアは、謎に包まれた大国です。プーチン首相はなぜあれほど国民に支持さ

れてし、るのか。石油バブルはし、つまで続くのか．□シア人はどうして貯金をしなし、のか。

100以上しrる民族はどのようにして共生してし、るのか。どうしてチャイコフスキーの曲は常

軌を逸してし、るのか。たった4つの小さな島を返してくれなしrのはなぜなのか…　こうし

たもろもろの謎をつうじて、ロシアの素顔に迫ってみよう。

＝　●＝

池田　嘉郎（∫KEDA伽洲。。）

情報文化学科講師

経　　歴1r994年　東京大学文学部西洋史学科卒業

　　　　　2005年東京大学大学院人文社会系研究科博±課程修了

専門領域1□シア史

「異文化研究入門」　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

異文化に触れるとしrうことは、必ずしも心地よしr体験ばかOではありません。確かに、遠く離れた土地に行

き・珍しし、きらぴやかなお祭Oに遭遇したO、今までみたことのないようなきれしrな束1」繍を見つけるなど、

異文化との出会しrは私達を「わくわくさせる」こともあoます。しかし、時問に対する感覚が違う、人と会

話するときの相手との距離が違うなど、自分たちの「当たり前」が通用しないとき、人は、違和感やイライ

ラを募らせます。この講義では、色々な国で私自身が体験した異文化に触れたときの違和感や嫌悪感を出

発点に、「目分の文化のものの見方をできる限り外そうとする」という異文化理解の姿勢について説明しま

乱そして最後に、そのような異文化理解の姿勢が、私達の日常生活を「豊かにする」可能性に触れます。

　　　　　　　　長坂　格（MGA舳K〃伽阯）

．④　　　　　　　　情報文化学科准教授
　　　　　　…経歴11991年国際基督教大学教養学部卒業

蕊1懸1111＝㌫戸大学大学院文イヒ学研究科単位取得退学

＝　●・

○昌



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「つきあい方のしくみ」

’’ゲーム！！を通して「つきあしr方」を科学することを紹介します。自分勝手な人とつきあ

うにはどうしたら良し、だろうか。身近なし、じめ問題から地球規模の環境問題まで、一人ひとり

が協カすれば解決することはわかってし、るのに、実際にはなかなか解決できません。原因を探っ

てみましょう。

つきあし、方を科学するための道具として、ゲームを導入します。このゲームは・アメリカの

研究者□バート・アクセル□ツドが世界の研究者1こ呼びか1ブ、トーナメントを行なったゲーム

を参考にしています。ゲームを行しr、そしてつきあし、方につしrて考えてみましょう。

＝　　　●

函∴

小宮山　智志（K0〃肌洲8伽洲）
情報システム学科准教授

経　　歴11994年中央大学文学部社会学科卒業
　　　　　／999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程単位取得退学

専門領域1社会学

　　　黒㌻瓢鴛膿意㍍法1いllのが社会1お／て果国
　　　たす役割につし、て検討することを目的とします。犯罪構成要件・正当防衛・賛任といった言

　　　葉をキーワードとして、犯罪につしrて考えてみたし、です。今、話題になってし、る裁判員制度

　　　につし、てもしrっしょに考えて見ましょう！

熊谷　卓（Kσ洲G〃肋蜆）
情報文化学科准教授

経　歴11991年3月　甲南大学法学部法学科卒業
　　　　　2000年8月　広島大学大学院社会科学研究科後期博士課程法律学専攻単位取得退学

専門領域1国際法学

　　　㌶簑篶鵡憲鷺算鷺言臆膿阜㌫㌃瓢回
　　　何がその構築の障害となってし、るのか、今後の課題は何かにつし、て考えたしrと思し、ます。

安藤　潤（州D0伽）
情報文化学科准教授

経歴11992年3月早稲田大学政治経済学部経済学科卒業
　　　　　2000年3月早稲田大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得修了

　　　　　中央大学経済研究所特別研究員（2002年10月～）

専門領域1防衛経済学、行動経済学
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号　＝
「身近な生活の中の情報倫理」
身近な生活の中で被害者や加i者1な1ないため1，l／ルス、個人i青報騰著作権侵害囲圏」

などを理解し、何をすべきかにつし、て以下の内容を学びます。
驚瓢㌫蝋瞭驚止．、つ、、て具体的な晩像在見ながら何をすぺきかを解説しま丸圏

③インター朴社会鰯と離キュ■」テ備㈹ウイ几スと不正アクセス1＝〕」rて具体繍橡撤がら何をすぺきか欄します。

④加害者に嚇／肋にコンピュータによる犯罪行為、不法有為に⊃」rて映像撤がら何榊きか欄します。

　⑤インターネット社会の著作権1＝〕」rて、著作権在侵害する行君1〔対して映像を貝ながら何をすぺきかを解説します。

　　　　　　　岸野　清孝（〃3〃〃o仰舳是口）
⑫l1／薫1繋京都工芸繊維大学工芸学部生産機械工学科卒業

　　㌔　．．・。

　　　　　　　　　　　　1974年京都工芸繊維大学大学院工芸学研究科生産機械工学専攻修士課程修了

‘o　　　　　　　　　　　　2002年株式会社日立製作所システム事業部産業　流通システム本部長
　　　　　　　専門領域　倫風情報セキュリティ、著作権、個人情報保護

「デジタル化とマルチメディア　～デジタルって何？～」

翼貸㌫㌶簑箒．黒㌶ぶ㍑慧鮒誓土二票国
11黒アナ。グとデジタ、しの説明とデジタルがなぜ有利なの杁またデジタル回

情報が・パソコンやマルチメディア機器のなかでどう扱われてし、るのかを解説し、さらに、デ

ジタル情報であるからこそできるものとして。映画の特殊効果などへの遭用事例も紹介します。

桑原　悟（κσ㎜舳榊∫伽川）
情報システム学科教授

経歴1r981年3月東京農工大学工学部数理情報工学科卒業
　　　　　1983年3月東京農工大学大学院工学研究科修了

　　　　　983年4月～2000年6月1三菱電機株式会社情報システム技術センタ専任

専門領域1惰報システム構築．情報セキュリティ

「情報システムとコンピュータ」　　　　　　　　　　講義番号

世の中は情報社会1［なったとL1わ札われわれの周Oにもテレピ・新聞、雑誌、インターネット、メールなどからさまざまな情報があふれて

います皿こ打らの情報の中から役にたつ情報を選ぴ出して・うヨ≡〈加工し，分析すると他人が知らな」r新しい事実在知ることができ，それ

を活用して会社の利益を増やしたり・個人の生活を豊かにしたりずることができます皿たとえば、世界中のホームページ1こある情報を分析

して・情報を探している人の質問に直ちに答えてあ1プる仕組みを作コて大瑳けをして」1る会社や，相手チームの戦術や選手個人の走攻守の

データを集めて分析して、そ杣こ基づき作戦を立てて試台を有利に進めているプ□野球チームなどは情報を活用してしrる典型的な事例です。

このような・」情報を集めτ加工し労析して・活用するための仕組みを情報システムとしrしrます。情報システムを考えるのは人間ですが、

その実現にはコンピュータが大きな役割在担〕て」rヨ…丸情報システムの中での、人間とコンピュータの役割について考えて月ましょう。

　　　竹並　輝之（凧κ酬舳岬岬洲
　　　情報システム学科教授

　　　経歴11963年慶鷹義塾大学工学部管理工学科卒業
　　　　　　　1965年　慶鷹義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻修士課程修了

　　　　　　　1994年　（株）東芝退職

　　　専門領域　情報システム

「o



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「電気通信の始まり」

現在は情報通信網の発達したiTC社会です。この通信の始まりにつし、てどのような人の努カ

によってできたのか勉強します。電信のモールス，電話のベル、無線のマルコー二とし、った

名前を残した発明家の他にも多くの人々が競し、合ってし、ます。19世紀後半から20世紀初

頭の、現在に止ヒベ理解しやすし、発明を通して、開発競争の歴史を勉強しま丸

国’

「電波の使われ方」　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

電波は電線が無くても惰報のやOとOができるため大変便利です。身近なところでは携帯電

話やテレビラジオの放送に使われています。しかし、大勢のひとが効率よく使えるようにし、ろ

し、ろな工夫がされてしrます。携帯電話やデジタル放送の電波をスペクトルアナライザで見な

がら、電波がどのように使われてし、るかを勉強します。

　近藤　進（κo〃D0舳。〃阯）

　情報システム学科教授

経　　歴1

榊　専門令頁±或1

1972年新潟大学工学部電子工学科卒業

1972年～2001年日本電信電話株式会社（元日本電信電話公社）研究所

光ファイバー伝送用各種デバイスおよび結晶成長

　　　㌶鴛鴛膿夏為塞品∴篶＝ニニ鳩瓢o
　　　こなすことができれば80億ぺ一ジとし、われる情報の中から本当1こ必要な情報を検索すること

　　　ができます。この講義ではAN口．0Rなどの基本的な検索の概念と実際の使用方法を紹介し

　　　効率的1こW目b情報を検索する方法を学びます。

高木　義和（㎜KAG〃。。倣側）
情報システム学科教授

経　歴1r973年京都大学農学部食晶工学科卒業
　　　　　1973年～1996年日本たばこ産業株式会社（入社時は日本専売公社）

専門領域1有効な情報発信、情報受信、情報管理、情報解析等

「1



「人工知能」　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

人工知能とは、コンピュータ1こ「知能」を持たせる技術のことです。「知能」を持たせるた

め1こは。その墓になる「知識」をコンピュータに蓄積しな1プればし1けません。「知識」をど

のように表現してコンピュータに覚えさせるか、またそれをどう利用するか1［つし、てこの授業

では学ぴます。また、近年の人工知能を応用した様々な技術（例えばユビキタスコンピュー

ティング）1こつし、ても紹介します。

中田　豊久（MKAD＾吻。ゐj∫切）

情報システム学科講師

経　歴11993年東京工科大学機械制御工学科卒業

　　　　　1993年NEC□ポットエンジニアリング株式会社

　　　　　2003年株式会社本田技術研究所

　　　　　2006年北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科博士後期課程修了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「コンピュータがものを見るしくみ」

人間は主に目を通してさまざまなli青報を得ていますが、カメラなどを使って人閤の目と同等の

機能をコンピュータ1こ持たせ、コンピュータに画像を処理・計測・認識・理解させようとする

研究分野があります。コンピュータ十ビジョン（視覚〕で「コンピュータビジョン」と言う研

究で、社会のさまざまな場面で人間の目に代わって役立っている技術です。この「コンピュー

タビジョン」につし、てお話しします。

「アルゴリズムとプ□グラム」　　　　　　　　　　　講義番号

アルゴリズムとは、朝起きて、顔洗って、歯を磨いで、…　としrった物事を行う時の手順を

記述したもののことです。文箪で書くこともありますが、わかりやすし、ように図や記号で表す

ことが多しrです。プ□グラムとは、このようなアルゴリズムをコンピュータ向1サの言葉で表し

たものになります．コンピュータ向けの言葉をプ□グラミング言語と冒し、ます。プ□グラムを

コンピュータが分かる言語に変換することにより、コンピュータで動かすことが出来るアプリケー

ションが出来ることになります。アルゴリズム1〔つし、て説明し、プ□グラミングとの関係につ

いてお話しします。

河原　和好（KA㎜H〃A　K卿岬州
情報システム学科講師

経　　歴11993奪信州大学工学部情報工学科卒業

　　　　　1998年信州大学大学院工学系研究科博士後期課程システム開発工学専攻修了

　　　　　1998年4月～1999年3月岐阜大学バーチャルシステム・ラボラト1」一

　　　　　非常勤研究員

専門領域1画像処理

12



　　　黒妻漂凧鴛篇鷺な鴛二㍑瓢黒箒国
　　　の原料に使用してし、たことがこく最近発覚した。また、利用者が増加している栄養補助食晶や、日本

　　　では栽培されていなしrが、米国を中心に急速に生産量を高めてし、る遺伝子組換え作物につし、てはどの

　　　ように考えてし、けばよし、のだろうか。種々の情報が公開されても、その内容を読み取る能カがな1サれ

　　　ば正しい情報として機能しなし、。食に関ずる情報を基に、私たちの食生活を考えたみたし、。

　　　　　　　　　　　赤木　敏子（AκAKm∫倣。）

　　　　　　　　　　　情報システム学科教授

　　　　　　　　　　　経　　歴　日本女子大学家政学部家政理学科卒業

　　　　　　　　　　　　　　　　　r994年3月　日本たばこ産業株式会社食生活研究所退職

〆虻専門領域㌫㌶慕．鷺篤11111111111111111

　　　㌶纂鴛：鴛1鰐鴛㌣1二㌶二篇鴛鮒㌦l1医覇
　　　の金額の半分近くが高齢者分であることから、近しr将来に国民；人にr人が高齢者となる少子高齢社会（現在は5人にr人〕

　　　を生き抜かなければならなし曙」泄代の皆さんに大きな負担がかかってくるのは冒に見えてL、ます。このことだけを考えても、

　　　国民が身体のことを学ぴ、健康体カづくoを実践することに意義が奄ることは容易に理解できるのではなしrでしょうか。この

　　　講義では、なぜ健康体カづくoが必要か、また効果的な運動トレーニングの方法などにつ」、て解説します。

　　　　　　　・・姿藤瀬　武彦（冊〃∫E倣。倣。）
　　　邊（　　　　　　　　　■　　　　　　　　　夢情報システム学科教授
　　　　　　　　　　亘　　　　　　　　　　　　　　歴11985年早稲田大学教育学郡教育学科体育学専修卒業　　　　　　　　　　　経
　　　　　　’｝．　　　　　　　　」　　　　　　　　　，　　　　　　」　　　　　・・曾　一鷺1　　　　1992年束海大学大学院医学研究科機能系専攻博士課程修了
　　　　　㌣　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　専門領域1保健体育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「実験結果1こ見るあなたの［今］と［将来］」

「今が楽しければそれでし、いll」とか「老後の生活も大切だけど、人問は若いうちが華」と

しrう人もし、るでしょう。また、逆に「年金も不安だし、将来、万が一の事態が発生したとき

のためにお金は貯めておかなければ」とし、う人もいるでしょう。この授業では簡単なアンケー

ト調査を実施し、その結果をもとにしてあなたの今と将来1［つし、て考えます口

・　　　　　■

安藤　潤（舳1〕o∫舳）

情報文化学科准教授

経　　歴11992年3月早稲田大学政治経済学部経済学科卒業

　　　　　2000年3月早稲田大学大学院経済学研究科博±後期課程単位取得修了

　　　　　中央大学経済研究所特眉1」研究員（2002年10月～）

専門領域1防衛経済学、行動経済学

「3



新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「シミュレーション」

様々な場画で利活用されるシミュレーション技術。システムの分析、評価はもちろんですが、

視覚的にも見る人を楽しませてくれます。そんな、シミュレーションの世界1こ一歩足を踏み入

れてみましょう。身の回りの「動くもの」1こ着目し、シミュレーションを使って問題を発見し

たり、解決したりするプ□セスを一緒に楽しんでみようと思し、ます。物の見方、捉え方がきっ

と変わ⊃てくるはずです。パソコン上に再現したバーチャル空間を見ながら、分かりやすく解

説してし、きます。

国’

「生産システムシミュレーション」　　　　　　　　　講義番号

この講義は、コンピュータ上に出現したバーチャルニ［場を舞台に話は展開されます。材科が

運び込まれ、機械が動き出し、し、くつかの工程を経て、物が完成する、そんな流れをまずは

「見て」理解します。

さらに、　・この工場に潜む問題は？・その問題を解決する1こは？・1つでも多く作るには？・

1秒でも早く作るには？このような様々な疑問に挑んでいきます。さて、し、い答えが見つか

るでしょうか？　参加者みんなで考えてし、きましょう。

佐々木　桐子（M舳〃欣。）
情報システム学科准教授

経　　歴11994年東洋大学経営学部経営学科卒業

　　　　　2001年名古屋大学大学院人間情報学研究科博士後期課程満期退学

専門領域1シミュレーション・e－Le日rningコンテンツの開発および運用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「新潟平野の生い立ち」

皆さんが毎目踏みしめて生活してし、る新潟平野。とっても平らですね。どうしてこんなに平ら

なのでしょうか？　考えてみたことはありますか。新潟平野は信濃川や阿賀野」llが運んできた

土砂が厚く堆積してできてしrることはこ存知だと思し、ます。しかし、ほんの2万年弱遡ると、

今のような平野は存在せず、信濃川や阿賀野」llは深さ100m以上にも及ぶ峡谷をつくって流

れてしrたと考えられてし、ます。その峡谷はどうなってしまったのでしょうか？　この講義では、

少し自然の歴史をさかのぼ⊃て地殻変動と気候変動の両画から新潟平野の生し、立ちを考えて

みたいと思し、ます。

「北緯80度一極地の自然」　　　　　　　　　　　講義番号

北緯80度ってし、ったし、どのあたりでしょうか？北極圏とし、う言葉を知⊃てしrるでしょうか？北

楓こは南極のような大陸があるのかな、それとも海だ⊃たかな？人はし、るの？？？北極としrうと

ころがどんなところなのか知ってし、る人はあまりいなしrと思し、ます。しかし、私たちの日常生

活は北極とし、う存在がしrろし、ろなことで関係しはじめてきてし、ます。既に北極は遠し、世界では

なくなりつつあります。この講義では北極の自然の特徴を探o、その姿を紹介します。

澤口　晋一（M㎜GσC〃舳冊一舳）
情報文化学科教授（博±　地理学）

経　歴11983年明治大学文学部史学地理学科地理学導攻卒業

　　　　　1992年　明治大学大学院文学研究科地理学導攻博±後期課程単位取得

専門領域1自然地理学

「4



1三募篶茅該烹湧搬熱蟻二峯国，
　　　るかもしれません。そしてその背後にある、本人も目覚してし、なし、潜在的な好みの傾向性を

　　　読み取ることが、固有値・固有ベクトルを使うことで、できるのです。皆さんの好みに関す

　　　る簡単なアンケートを実施してもらし、、実際に傾向性を読み取ってみましょユ

小宮山　智志（K0〃㎜〃パ伽洲）
情報システム学科准教授

経　　歴11994年中央大学文学部社会学科卒業

　　　　　1999年申央大学大学院文学研究科社会学専攻博±後期課程単位取得退学

専門領域1社会学

　　　驚二篇算㍊題（主張）のつくり左および複数の罐から新たな回

石井　忠夫（∫3〃mdω）

情報システム学科准教授

経　歴11980年山形大学工学部電子工学科卒業
　　　　　2000年北陸先端科学技術大学院大学情報処理学専攻博士後期課程修了

　　　　　1994年目立製作所（株〕遅社
専門領域1非標準論理、特にnon－Fr螂an　lo昌ioの体系の硯究一構成的型理論に基づいたソフトウェア発展機構の研究
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新潟国際情報大学

　学生が「参加型ワークショップ」という手法を使って、小中高校

生に世界の現状を伝え、真の異文化理解や国際理解とは何かという

ことをともに考えていく取組みです。特筆すべきは、従来の講義形

式とは異なり、より生徒に近い目線を持つ大学生インストラクター

がオリジナリティあふれるゲームや劇を創作しながら、楽しくかつ

真剣に世界について語り合うという点です。学ぶことで白分が変わ

る瞬間を、是非体験してください。

なお、この試みは2007年10月より文部科学省「現代的教育二一ズ取

組支援プログラム（現代GP）」に採択されました。

※国際交流インストラクター
　平成17（2005〕年度より（財）新潟国際交流協会や国際協力機構（J1CA）の協力も得て、

　インストラクターの研修を終了し、新潟国際交流協会の認証を受けた本学の学生。

2007年度国際交流インストラクター派遣校一覧

　三条市立森町小学校

糸魚川市立根知小学校

　見附市立新潟小学校

・新潟市立黒埼南小学校

・新潟市立二葉中学校

五泉市立五泉東小学校

加茂市立須田小学校
・村上市立上海府小学校

・南魚沼市立第二上田小学校

・新潟市立桃山小学校

　魚沼市立井口小学校

・新潟市立関屋小学校
新潟県立阿賀野高等学校

長岡市立東谷小学校

新潟市立五十嵐小学校

妙高市立新井中央小学校

新潟県立翠江高等学校

五泉市立愛宕中学校
魚沼市立東湯之谷小学校

新潟市立巻南小学校

　柏崎市立鯖石小学校

・新潟市立真砂小箏校

　妙高市立矢代小学校
新潟市立東山の下小学校

一柏崎市立新遣小学校

胎内市立中条小学校
新発田市立猿橋小学校

・新潟市立割野小学校

ワークショップのテーマ

■世界の光と影一消えない貧困一

■チームどうぶつえん一こどもと世界’一

■多文化一Positive一

■食から見るショックな世界

■遠くて近い世界一日常生活の違い一

■環境問題一世界一周の旅一 200フ年8月21日（火〕
本学NulSLlVE体験ウークショリプにて
民族衣装を試着した参加者とともに
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申込み方法

1．本学総務課までご連絡下さい。ご希望の講義についてご相談させて

　いただきます。

TEL1025－239－3111　FAX1025－239－3690　E－mail：somu＠nuis．ac．jp

大

1学’

2．講義内容・講師のスケジュール調整後、大学よりご連絡させていた

　だきます。

3．正式な講師派遣依頼書を郵送下さい。

　必要であれぱ右頁の依頼書をお使いください。

　　（1）宛先　新潟国際情報大学長　平山征夫

　　（2）内容

　　　　　・日時・会場・対象者・講義番号・講義名（テーマなど）・

　　　　　講師名・費用　　　　　　　　　※費用は原則として無料です。

大．

．学’
4．回答又書を送付いたします。

大学見学会（学部・学科の説

明、施設見学、食堂利用）に

随時対応しております。オー

プンキャンパスや模擬講義も

ぜひご活用ください。

詳細およびお申し込みは、右

記までお問い合せください。

お問い合わせ

ξ萎新潟国際1青報大学総務課

950－2292新潟市西区みずき野3丁目1番1号

TEL．025－239－3111　FAX．025－239－3690

E－mail：somu＠nuis．ac．jp
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